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沖永良部島方言のアクセント体系
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Abstract

7３

ThispaperattemptstoshowthattheJapanesedialectsinOkino-erabUjimaare

tone-languageswhichhave3or2typesofpitch-patternontheirprosodicalunlt

similartothedialectsofYoronjima，andarenotpitch-accentlanguageslikethe

Tokyo-dialectastheyhavebeengenerallyregarded．

KeyWOrds：Japanesedialects,Okino-erabUjima,Tone-languages

Ｏ”はじめに

０－１本稿は，沖永良部島（鹿児島県大島郡和泊町・同知名町）方言のアクセント')につ

いて生成アクセント論的観点から考察し，それらが３型ないし２型2)の体系を持つものであ

る旨明らかにせんとするものである。これは，筆者がこの数年行なってきた一連の考察＝琉

球諸方言が基本的に全て〈、型アクセント体系＞を持つ旨明らかにしようとの＝に連なるも

のである。

０－２本稿を成すに際して，以下の方々に話者として御協力頂いた。名島アイ（1913生．

和泊町国頭在住)／伊井重保(1914生・同玉城在住)／西植盛（1905生・知名町正名在住)・

西原池（1908生・同）・西西径（1912生・同)／奥間上生(1901生．同田皆在住）．山下富

吉（1904生・同)。

１・沖永良部島方言のアクセント

１－１沖永良部島の諸方言は，アクセントの類型論的特徴をもとに大きく二類に区画され
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る。また，狭義の音韻の類型論的特徴＝共通語「キ」対応音節の頭子音の口蓋化・非口蓋化／

中舌母音の有無等＝をもとに，２～３類に区画される。本稿に取り上げる４方言は，そうし

た事実（地図１参照）を考慮して，語形とアクセントとの関係をも検討し得るよう選んだも

のである。

１－２田皆方言を除く３方言は，アクセントによる分類上の多数派・３型諸方言を代表す

る。うち，国頭方言は上記の口蓋化子音・中舌母音を持ち，玉城方言は口蓋化子音を持つ。

正名方言は，いずれをも持たない。

１－２－１国頭方言はモーラ方言で､，次のようなアクセント体系を持つ3)。

２Ｍ ３Ｍ ４Ｍ

ａ類
●●－●●し

●●●
● ● ● ～ ●●●し ●●●●～●●●●し

ｂ類
○●～①○し
、○③

＠ ○ ③ ～ ①○○し

、○○③
＠○○③～、○○○陽

＠○○○●

ｃ類
○鰯～○○催

○＠し
○○●～○○○傍

○○＠し
○○○③～○○○○隣

○○○①伊

５Ｍ ６Ｍ

●●●●●～●●●●●し ●●●●●●-,-●●●●●●桜

、○○○②～、○○○○ト ＠○○○○●～、○○○○○レ

○○○○⑳～○○○○○レ ○○○○○唖～○○○○○○陰

知名

中舌母音の有無による区画

アク

画

地図１：現在の行政区画ならびに方言反面
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調類～調値の関係規定

ａ類：語句の全モーラ高。

ｂ類：語句の第１モーラ・末尾モーラ高。第１モーラ・末尾モーラ以外のモーラが無い場

合は，末尾モーラのみ高。

ｃ類：語句の末尾モーラ高。

※国頭方言では，多くの語について，本来一ＣＶであるはずの語末モーラを引き－ＣＶＶと

する現象が見られる（上表ａ．ｂ類欄下段に後者のかたちを示す)｡これは，現在，下記の

ようなアクセント変化が起きつつあるのに伴なって生じたものと見られる。それらの語が，

付属語・付属形式の接続したかたち（＝被覆形）で－ＣＶとなる事実は，その見方を裏付

ける有力な一証と云えよう。同様の現象は，他の沖永良部島諸方言にも認められる。

ａ類：●…●＞○●…●／ｂ類：⑤○…●＞●○･･･○／ｃ類：○…●＞、○…●

なお，上記以外に，…●○の調値を取る語がわずかに見られるが，ａ～ｃ類のいずれに属

するものか決しがたい（単独の類は成さないものと判断される)。

１－２－２玉城方言もモーラ方言で，次のようなアクセント体系を持つ。

ａ類

ｂ類

ｃ類

２Ｍ

●●・--●●し

●●●

○○鯵～○○＞

⑦○③

○醗○～○③レ
ーク

⑤○～⑭○Ｐ

５Ｍ

３Ｍ

●●●へ,●●●し

○○○③～○ ○ ○ 憐

＠○○③

○○⑲○～○○趣ｐ
－グ

○慰○～○③○じ

４Ｍ

⑧●●●～●●●●し

○○○○馨～○○○○レ

＠○○○露

○○○醗○～○○○⑳ｐ
四一戸

○○趣○～○○③○ｐ

６Ｍ

●●●●●～●●●●●し ●●●●●●～●●●●●●し

○○○○○鐙．､‐○○○○○レ ○○○○○③～○○○○○○陵

○○○○噂○～○○○○噂Ｐ ○○○○織○～○○○○○②Ｐ

調類～調値の関係規定

ａ類：語句の全モーラ高。

ｂ類：語句の末尾モーラ高，または，語句の第１モーラ・末尾モーラ高。

ｃ類：語句の末尾から２番目のモーラ高，または，語の末尾から２番目のモーラ高。

１－２－２正名方言もモーラ方言で，次のようなアクセント体系を持つ。

２Ｍ Ｍ ４Ｍ

a類 ●●～●●し ●●●～●●●し ●●●●～●●●●＞

ｂ類
○翁～趣○し
●○●

● ○② ～●●○惨
、⑨○⑥

● 鐙 ○ ⑳ ～ ● ● ● ○ 傍

●●⑤○●

c類 ○⑳～○○性 ○ ○鶴 ～○○○傍 ○ ○ ○ ③ 一 ○ ○ ○ ○ レ
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５Ｍ
甲①＆

●●●●●･－●●●●●し

●醗鰯○●～●●⑳鰯○し

○○○○患～○○○○○レ

調類～調値の関係規定

ａ類：語句の全モーラ高。

ｂ類：語句の末尾から２番目のモーラを除くモーラ高。

ｃ類：語句の末尾モーラ高。

※正名方言は，沖永良部島諸方言の中ではめずらしく語を引くことの少ないものであり，そ

れだけアクセント体系が安定しているものと見て良い。ｂ類のみに規則的な「引き」が認

められるが，同類は，、○…●・●○…、の如き調値の語若干を含み，やや調値の安定に

欠けるところの有るものである。

１－３田皆方言は，アクセントによる分類上の少数派’２型方言であるが，やはりモーラ

方言であり，次のようなアクセント体系を持つ。

ａ類

ｂ類

２Ｍ

、⑤～③鰯憐
｡⑱～｡、陰

○●～○○鯵

②○鰯

５Ｍ

３Ｍ

③ ③ ● ～ 轡⑳＠し
、 、 ● ～ ＠＠＠し

○ ○ ● ～ ○○○レ
＠○錨
、○○念

●●句

●●●●●～●●●●●し

○○○○③～○○○○○レ
、○○○⑬

４Ｍ

● ● ● ● ～ ● ● ● ● し

○ ○ ○ ③ ～ ○ ○ ○ ○ 陰
＠○○●

、○○○轡

調類～調値の関係規定

ａ類：語句の全モーラ高（①も高と見なす)。

ｂ類：語句の末尾モーラ高，または，語句の第１モーラ。末尾モーラ高。

※田皆方言では，過去のアクセント変化によって上記諸方言のａ類．ｃ類が合流しているの

であるが，さらに，ａ類：●…●＞○●…●／ｂ類：○…●＞、○…●（＞●○…○）の

如きアクセント変化が起こりつつあるようで，両類に上表のような調値のゆれが認められ

る。なお，ｂ類には、、○●．、、、○●の如き調値も認められるが，そのほとんどは，

…、の部分に単独の母音や溌音等のく独立性の弱い＞モーラをかかえる条件異調値である。
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２ ．ま とめ

２－１１－２．３より，沖永良部島諸方言が３型ないし２型アクセントの方言であること

は明らかである（具体的様相については表１参照)。

【注】

１．「音調」ないし「語声調」と称するのが適当であろうが，暫く慣用に従う。以下同様。

２．調類と称するのが適当であろうが，暫く慣用に従う。以下同様。

３．（）を付した調値は，今回の調査では確認することができなかった。
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【表１凡例】

○語の配列は，まず田皆方言について次のようにし，それに他の３方言の対応語を配する方

式を取っている。

１．音節数の少ない方から多い方へ。

２．同音節数の語につき，平安時代末期中央語と対応させ得るものについては，先に（い

わゆる金田一の類にしたがって)｡それ以外のものについては，相当する共通語語形の音

節数．五十音配列の順に。

３．語末のｘ’は，音節数の計算に入れない。語中の，およびわたりの溌音・促音も然り。

○今回は，紙幅の関係上，名詞の調値のみを示し，他については全て別稿に譲る。



〃

MemKagoshimaUniv,Res,CenterS・Pac.，ＶＯＬ７，No.２，１９８６

表１ｇ沖永良部島方言のアクセント【名詞十いわゆる主格助詞ヌの～］

少

〃

〃 〃

１ﾉー'１

〃 〃Z'

hａｄ３ｉ 〃

kｕｄ５ｉ〃

〃 〃

〃

Sｕｄｉ

7９

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

〃

Fatfi

〃

〃 〃

〃

〃

〃〃

〃

〃

〃

〃

－？ｕ士ｕ

〃〃

〃 〃

子

血

飴

牛

風

釘

首

腰

酒

底

袖

竹

爪

鳥1(鶏）

郷

箱

蜂

房ｇ

岸

髭

へそ

星

右

水

道

虫

嫁 1

名

葉２

石

歌

音

紙

川

j旅

旗

肘

田皆

k?ｗａｘ

tJ１

七Ⅸ

?ａｍｉ

?ｕｌｉ

ｋｕ９ｉ

k?ｕｂｉ

hｕｊｉ

Sａｋｉ

J､aＸ

－

ｄｅＥ
－

tIimi
一一テ

･tｕｌ
－ －

hjex～h色ｘ
■－－画一一

FakIA

Fａｎａ

脈訂
ﾛ画一幹画－

し,,』ｓｕ．

huJi

ｍＩｇｌ
Ｐ一一＝■一一

ｍｉｄ３ｉ

mitJi

施行

磁而
ｎａＸ
一

Ｆａｘ

?iＩｉ

？露I′lｔａ

hａｂｉ

ｈｏ２

篭雨

Ｆａｔａ

ｈｌｄ３ｉ

正塙

〃

〃

hａｄｉ

kﾏubiv

huri

sａｋｉ

suk1A．
－

ｓｕｚｌｉ

ｄｅＸ

〃

ｅＺ

－

Ｆａｋ“
一一

Fa〈t)tIi
－

Fａｎａ
一

hｉ９ｉ
－

ｈ【L5u

hしJｉ

－

ｍｉｄｉ
一

mitJi

l｢nｕＩｉ

一

?iji

？ｕ‘ｔａ

一
癖

hａｂｉ

〃

tａｂｉ
一

Ｆａｔｔａ

〃

玉城

?ａｍｉ▽

huIix
〃

sｕｋｕ

〃

示而~マ
〃

ｈ色ｘ

〃

吟一＝戸一一ー－

Fa畦〕tji

ａ

ｈｉｄ３ｉ
b■｡■ｐ－

ｈｕｓｕ且

〃

ｊｕｍｉ▽

〃

〃

〃

〃

hoxlra

一

Ｆａｔａ▼

国頭

〃

〃

?ａｍｉｗ

ｈａｚェ

ｋｕｄ３ｉ

ＳａｋｋｉＸ

Sｕｋｕ

sｕｄｉ

d色Ｘ
＝ー■－．－苧

ｔＳＩＩｎ,Ｌ

ＦｅＸ

Fzk“Z

篭葱下

Ｆａｎａｖ

hid3i．
■－■‐Ｆ一

ｈｕｓｕ.．

nid5i可

祇罰
〃

ＪｕｍＩ

ｎａＸ

Ｆａｘ

7iIi
一一

？ｕt,ａ

７以七ｕロ

ｈａｂｉ。
ー

hoxr-a
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ＩＩ

ｈａｔａＸ ｌ‐1ｒｉａｔａＺ ｈａｔａ▽

ＩＦｕｊｕ．
－

Ｆｕｊｕ｜〃Ｉ
－

久魚
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ー一一一一一

●

Ｆしりｕ

l肩 Ｈｈａｔａ
▼

’
胸

一

ｎｉ
－

ｎｉＸＦａｌｒａ ｎｉＸ
－

，１：

村 祁晒
－

ｍｌＪｌｒａ 〃 （Ｉｉｍａ）

夏２ ｎａｔ
「。

Ｉ ､a(ｔｊｔＩｉ 〃

■●ロの‐‐つ

ｎａｔ
口

一
▼
▲

一
声
で
一
＆

木 ｈｉＸ 〃 〃 〃

手
一

ｔｉＸ 〃 〃 tｌ

》
⑪

▲

眼 ｍｉｘ 〃 〃 〃

湯 ３
一
▽
▲ｕ

●

」 〃 Ｊｕ

一

▼
●

〕

－－－

ｕ：

垢 ?ａ【 〃 〃

~〃

?ａZ

犬
‐一一一

●

？’、《dLX
一一

？ｉｎし'8

一

?iｎｕ
｡｡●●｡

●

？ｌｎｕ

色 ?ｉｒｕ： ？iｒ

－

ｕ・ ?iｒｌＦ
●●P●‐－

７irl』：

腕 ？ｕｄｉ
一
守

▲

－ ー

?udi：
－

(ｔｉ：） （tlY）

馬
●‐－つー

？ｍ、

一

ａＸ

一 一

？'′Ｉｍａ【

一

?、ａ▽ ？
､〃

ｍａヌ
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